
炭素鋼製突合せ溶接式管継手の製造販売業者らに対する
排除措置命令及び課徴金納付命令について

違反行為の概要
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※１ 「建値」とは、取引の基準となる価格をいい、３社が取引先の一次問屋に配付する冊子で
ある価格表に掲載されていた。３社は、本件の違反対象商品の販売価格を、建値に「掛
率」（割合を示す数値）を乗じる方法により定めていた。

※２ 「特定炭素鋼製管継手」とは、炭素鋼製突合せ溶接式管継手のうち、ＦＳＧＰ又はＰＴ３
７０と称されるものであって、かつ、３社のそれぞれの価格表において共通してその建値
が掲載されているものであり、一次問屋との間で建値及び掛率により販売価格が決定され
るものをいう。

炭素鋼製突合せ溶接式管継手

配管の方向転換、分岐、集合等を行うため、管の端
部と突き合わせて溶接して接合する炭素鋼製の部品。

用途に合わせた様々な形やサイズがあり、建築設備、
造船、製油所、石油・化学工場、ＬＮＧ基地、発電所
等の様々な施設で使用されている。

＜平成２８年９月１６日以降の会合＞
それぞれ建値（※１）を定める炭素鋼製突

合せ溶接式管継手について、共同して販売
価格の引上げを行っていく旨の認識を共有

＜平成２８年１１月１８日の会合＞
上記販売価格の引上げを、

【ＦＳＧＰ・ＰＴ３７０】と称されるもの
について行っていく旨の認識を共有

⇒特定炭素鋼製管継手（※２） の販売
価格の引上げを行っていく旨を合意代表取締役、営業責任者、

実務者らが関与

製品の一例

利益の確保を図るため

・平成２８年１２月～平成３１年４月にかけて計５回の値上げを実施
・おおむね月１回、掛率の引上げや建値の改定状況について情報交換

違反行為の実施状況


